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今
年
の
３
月
に
１
３
８
年
の

歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
閉
校
と
な

っ
た
小
宮
小
学
校
に
は
、
小
宮

地
区
の
恵
ま
れ
た
奥
山
の
自
然

環
境
を
利
用
し
た
独
自
の
授
業

が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
な
に

し
ろ
、
学
校
の
前
に
清
流
養
沢

川
が
流
れ
、
学
校
裏
の
坂
道
を

登
っ
て
い
く
と
光
明
山
、
馬
頭

刈
山
へ
と
至
る
登
山
道
に
な
る

の
で
す
か
ら
、
自
然
環
境
を
体

験
す
る
に
は
も
っ
て
こ
い
の
場

所
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
感
性

を
育
む
た
め
に
自
然
を
利
用
し

な
い
手
は
な
い
わ
け
で
す
。
小

宮
地
区
の
子
ど
も
た
ち
は
、
馬

頭
刈
山
登
山
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
校
内
の
敷
地
を
流
れ
る
湧

水
を
活
用
し
た
ヤ
マ
メ
の
飼

育
、
校
舎
の
裏
に
あ
る
炭
窯
で

の
竹
炭
の
製
作
と
い
っ
た
特
別

な
授
業
が
代
々
受
け
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
授
業

は
、
他
の
小
学
校
で
は
や
り
た

く
て
も
な
か
な
か
実
施
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
、
自
然
豊
か
な

小
宮
地
区
な
ら
で
は
の
授
業
だ

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
中

で
感
性
を
育
む
と
い
う
小
宮
小

学
校
の
精
神
は
、
９
月
に
開
校

と
な
っ
た
「
小
宮
ふ
る
さ
と
自

然
体
験
学
校
」
へ
と
受
け
継
が

れ
ま
す
。
例
え
ば
、
森
林
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
共
に
昔
道
を
歩
き
歴

史
と
自
然
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
昔
道
に
残
る
先
人
た
ち

の
生
活
の
痕
跡
を
た
ど
り
つ
つ

森
の
中
を
歩
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
昔
道
の
途
中
に
あ
る
馬
頭

観
音
や
炭
焼
き
窯
の
跡
か
ら
は

小
宮
地
区
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
今
は
動
物
た

ち
も
多
く
利
用
し
て
い
る
昔
道

に
て
森
と
動
物
の
繋
が
り
を
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他

に
も
川
の
生
き
も
の
探
し
や
巨

木
め
ぐ
り
な
ど
、
四
季
折
々
の

小
宮
地
区
の
自
然
を
体
験
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
自
然
体
験
学
校
で
は
野
外
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
け
で
な
く
、
室
内

の
展
示
で
も
周
辺
の
自
然
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
玄
関
で

は
間
伐
材
を
利
用
し
た
木
の
下

駄
箱
と
大
き
な
根
っ
こ
が
来
校

者
を
出
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
、

動
物
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
展
示

室
に
向
か
う
と
、
木
の
一
生
を

模
し
た
展
示
や
レ
ン
ジ
ャ
ー
た

ち
が
調
べ
た
森
の
展
示
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
木

の
香
り
の
す
る
「
小
宮
ふ
る
さ

と
自
然
体
験
学
校
」
に
一
度
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
）

　
草
花
小
学
校
と
そ
の
周
辺
の

南
小
宮
地
区
に
つ
い
て
、
市
の

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や

同
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
に

基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
地
区
の
一
部
を
市

街
化
区
域
に
編
入
す
る
区
域
区

分
の
変
更
を
東
京
都
に
申
し
出

し
、
合
わ
せ
て
市
決
定
の
用
途

地
域
、
高
度
地
区
、
地
区
計
画

の
都
市
計
画
案
を
策
定
し
ま
し

た
。
　
区
域
区
分
の
変
更
と
合
わ
せ

て
、
こ
れ
ら
市
が
定
め
る
都
市

計
画
の
決
定
を
行
う
た
め
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
都
市
計
画

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

▽
都
市
計
画
案

　●

秋
多
都
市
計
画
用
途
地
域
と

　
高
度
地
区
の
変
更

　●

秋
多
都
市
計
画
地
区
計
画
南

　
小
宮
地
区
地
区
計
画
の
決
定

▽
縦
覧
期
間
　
９
月
19
日
（水）
〜

　
10
月
３
日
（水）
　
﹇
市
役
所
閉

　
庁
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

　
〜
午
後
５
時
15
分
（
水
曜
日

　
は
午
後
８
時
ま
で
）
﹈

▽
縦
覧
場
所
　
都
市
計
画
課
計

　
画
係

▽
意
見
書
の
提
出
　
市
民
の
方

　
や
利
害
関
係
を
有
す
る
方

　
は
、
縦
覧
期
間
中
、
都
市
計

　
画
案
に
対
す
る
意
見
書
を
提

　
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
提
出
・
問
合
せ
　
都
市
計
画

　
課
計
画
係

　
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

市
税
は
、
市
の
根
幹
財
源
で
あ

り
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
す
が
、
一

部
の
滞
納
が
市
の
財
政
を
圧
迫

す
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
東
京
都
全

域
で
都
と
区
市
町
村
が
協
働
行

動
す
る
こ
と
で
住
民
税
（
市
・

都
民
税
）
な
ど
の
徴
収
を
強
化

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
き
る
野
市
で
は
、
捜
索
を

中
心
と
す
る
財
産
調
査
を
強
化

し
て
い
ま
す
。
差
押
可
能
な
財

産
を
発
見
し
た
場
合
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
で
換
価

し
滞
納
税
に
充
て
ま
す
。

　
公
平
な
税
負
担
を
堅
持
す
る

た
め
、
今
後
も
滞
納
に
は
厳
正

に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
徴
税
課
収
納
係

　
市
で
は
、
介
護
保
険
事
業
の

円
滑
な
推
進
を
図
り
、
進
捗
状

況
を
検
討
す
る
た
め
、
医
療
、

保
健
、
福
祉
関
係
者
と
被
保
険

者
（
公
募
委
員
）
の
方
で
構
成

す
る
介
護
保
険
推
進
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。
こ
の
た
め
に
被

保
険
者
か
ら
委
員
を
公
募
し
ま

す
。
▽
対
象
　
市
内
在
住
の
介
護
保

　
険
被
保
険
者
で
、
40
歳
以
上

　
の
方
（
９
月
１
日
現
在
）

▽
募
集
人
員
　
２
人

　●

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
…

　
１
人

　●

65
歳
以
上
の
方
…
１
人

▽
任
期
　
11
月
か
ら
平
成
25
年

　
12
月
ま
で
（
予
定
）

▽
謝
礼
　
７
０
０
０
円
（
委
員

　
会
１
回
当
た
り
）

▽
応
募
方
法
　
10
月
５
日
（金）
ま

　
で
に
、
原
稿
用
紙
な
ど
に
郵

　
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
性

　
別
、
電
話
番
号
、
応
募
動
機

　
（
４
０
０
字
程
度
）
を
記
入

　
の
上
、
送
付
す
る
か
お
持
ち

　
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
合
せ
　
高
齢
者
支

　
援
課
介
護
保
険
係
（
〒
１
９

　
７
―
０
８
１
４
　
二
宮
３
５

　
０
、
直
通
５
５
８
・
１
９
６

　
９
）

　
皆
さ
ん
、
特
定
健
診
は
受
診

さ
れ
ま
し
た
か
。

　
あ
き
る
野
市
の
特
定
健
診
を

受
診
さ
れ
た
方
で
健
診
の
結

果
、
生
活
習
慣
病
予
防
が
特
に

必
要
な
方
に
は
、
特
定
保
健
指

導
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
症
状
が
な
く
、

毎
日
の
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね

に
よ
り
動
脈
硬
化
な
ど
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
を
発
症
す

る
可
能
性
が
急
激
に
高
ま
り
、

命
を
脅
か
す
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
を
き
っ
か
け
に
、

症
状
が
な
い
う
ち
か
ら
自
分
の

生
活
習
慣
を
見
直
す
取
り
組
み

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
特
定
保
健
指
導
は
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
サ
ポ
ー
ト
に
な
り

ま
す
の
で
、
是
非
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
実
施
業
者
　
（株）
タ
ニ
タ

▽
問
合
せ
　
健
康
課
健
康
づ
く

　
り
係

　
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
は
、
本
人
が
直
接
、

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
（
厚
生
年
金
保
険

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
を
除
く
）
。
次
の
よ
う
な
と

き
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▽
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き

　
（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

　
合
の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た

　
と
き
）
　
退
職
し
た
本
人
以

　
外
に
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者

　
が
い
る
方
は
、
同
時
に
手
続

　
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
配
偶
者
は
第
３
号
被
保
険
者

　
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
に
な

　
り
ま
す
。

▽
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
国
民

　
年
金
保
険
料
免
除
の
特
例
制

　
度
　
国
民
年
金
制
度
に
は
、

　
退
職
（
失
業
）
な
ど
に
よ
り

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

　
の
た
め
に
「
退
職
（
失
業
）

　
に
よ
る
保
険
料
免
除
の
特

　
例
」
が
あ
り
ま
す
。

　●

対
象
…
平
成
23
年
３
月
31
日

　
以
降
に
退
職
し
た
方

※
退
職
（
失
業
）
に
よ
り
特
例

　
免
除
申
請
を
す
る
と
き
は
、

　
退
職
し
た
方
の
所
得
審
査
を

　
除
外
し
て
審
査
し
ま
す
。
な

　
お
、
世
帯
主
や
配
偶
者
に
一

　
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
と

　
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

▽
持
ち
物
　
年
金
手
帳
、
は
ん

　
こ

　●

退
職
（
失
業
）
に
よ
る
申
請

　
免
除
の
特
例
制
度
を
申
請
す

　
る
方
…
雇
用
保
険
被
保
険
者

　
離
職
票
か
雇
用
保
険
受
給
資

　
格
者
証
、
公
務
員
の
方
は
退

　
職
辞
令
（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー

　
可
）

▽
申
請
・
問
合
せ

　●

保
険
年
金
課
年
金
係
、
五
日

　
市
出
張
所
（
申
請
の
み
）

　●

青
梅
年
金
事
務
所
（
☎
０
４

　
２
８
・
30
・
３
４
１
０
）

　
浄
化
槽
は
、
適
正
に
維
持
管

理
を
行
わ
な
い
と
、
排
水
を
処

理
す
る
機
能
が
低
下
し
、
悪
臭

の
発
生
や
水
質
の
悪
化
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
浄
化
槽

法
で
は
、
浄
化
槽
を
使
用
す
る

方
が
行
う
べ
き
三
つ
の
義
務
を

定
め
て
い
ま
す
の
で
、
適
正
な

使
用
・
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
保
守
点
検
…
都
に
登
録
し
た

　
専
門
業
者
が
定
期
的
に
実
施

　
す
る
点
検
作
業

②
清
掃
…
市
町
村
の
許
可
を
受

　
け
た
業
者
が
実
施
す
る
浄
化

　
槽
の
清
掃
作
業

③
法
定
検
査
…
知
事
が
指
定
し

　
た
機
関
が
実
施
す
る
、
①
と

　
②
の
状
況
等
を
客
観
的
に
判

　
断
す
る
検
査

　●

法
定
検
査
指
定
機
関
…
（株）
東

　
京
都
生
活
水
環
境
シ
ス
テ
ム

　
協
会
検
査
セ
ン
タ
ー
（
☎
５

　
８
９
・
８
７
８
２
）

※
下
水
道
接
続
な
ど
に
よ
り
浄

　
化
槽
の
使
用
を
廃
止
し
た
場

　
合
は
、
30
日
以
内
に
届
出
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ

　●

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　●

東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
廃

　
棄
物
対
策
課
浄
化
槽
係
（
☎

　
５
２
８
・
２
６
９
２
）

　
市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
生
活

雑
排
水
と
し
尿
を
併
せ
て
浄
化

処
理
が
で
き
る
、
い
わ
ば
小
型

の
下
水
処
理
場
と
い
え
る
も
の

で
す
。
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り

快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
清
流
を
保
全
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
予
算
の
範
囲
内
で
の

交
付
に
な
り
ま
す
の
で
、
設
置

を
お
考
え
の
方
は
、
お
早
め
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
地
域
　
公
共
下
水
道
の

　
事
業
計
画
の
認
可
を
受
け
て

　
い
な
い
区
域

▽
対
象
浄
化
槽
機
種
　
国
の
認

　
定
を
受
け
、
窒
素
を
除
去
で

　
き
る
高
度
処
理
型
合
併
浄
化

　
槽
▽
補
助
金
額
　
浄
化
槽
の
大
き

　
さ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　●

５
人
槽
…
44
万
４
０
０
０
円

　●

６
〜
７
人
槽
…
48
万
６
０
０

　
０
円

　●

８
〜
10
人
槽
…
57
万
６
０
０

　
０
円

　●

11
〜
20
人
槽
…
１
０
９
万
２

　
０
０
０
円

　●

21
〜
30
人
槽
…
１
８
６
万
円

　●

31
〜
50
人
槽
…
２
４
９
万
６

　
０
０
０
円

▽
問
合
せ
　
生
活
環
境
課
生
活

　
環
境
係

都
市
計
画
案
の
縦
覧

市
税
の
徴
収
対
策
を

　
　
　
　
推
進
し
ま
す

介
護
保
険
推
進
委
員
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す

特
定
保
健
指
導
を
活
用
し

健
康
的
な
生
活
に

　
役
立
て
ま
せ
ん
か
！

浄
化
槽
を

　
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
費
用
の

　
一
部
補
助
に
つ
い
て

会社などを
退職したときは
国民年金の手続き
をお忘れなく


